
【自治体病院等の統合・再編等による医療資源の再配置】

H24 H25 H26 H27 計

183,845 4,756,512 5,037,696 6,068,687 16,046,740

気仙沼市立病院の移転新築 183,845 1,741,512 2,037,696 5,653,687 9,616,740

公立志津川病院の新築 0 3,000,000 3,000,000 0 6,000,000

南三陸町保健センターの新築 0 0 0 400,000 400,000

拠点薬局の整備 0 15,000 0 15,000 30,000

115,000 4,015,000 5,812,650 713,900 10,656,550

石巻市立病院の新築 100,000 4,000,000 4,900,000 0 9,000,000

石巻市夜間急患センターの新
築

0 15,000 225,000 0 240,000

石巻市雄勝地区医療施設（仮
称）の新築

0 0 150,000 150,000 300,000

石巻市寄磯診療所の新築 0 0 40,000 0 40,000

女川町保健センターの新築 0 0 100,000 100,000 200,000

石巻港湾病院の移転新築 0 0 382,650 463,900 846,550

拠点薬局の整備 15,000 0 15,000 0 30,000

811,749 891,699 1,255,200 1,767,600 4,726,248

基幹災害拠点病院（仙台医療
センター）の機能強化

57,999 86,999 0 709,000 853,998

高次救急病院（仙台市立病
院）の機能強化

578,500 253,500 0 0 832,000

特定機能病院（東北大学病
院）の機能強化

0 400,000 800,000 800,000 2,000,000

二次救急病院（宮城病院）の
機能強化

0 0 175,000 0 175,000

災害拠点病院（坂総合病院、
東北厚生年金病院）の機能強
化

1,000 140,000 5,000 5,000 151,000

透析医療（仙台社会保険病
院）の機能強化

0 0 0 100,000 100,000

保健センターの新築、設備整
備（亘理町、塩竈市）

74,250 0 100,000 100,000 274,250

名取市休日夜間急患センター
の整備

0 11,200 175,200 53,600 240,000

眼科医療支援車両の導入 100,000 0 0 0 100,000

東日本大震災で全壊した公立志津川病院を新築する。

東日本大震災で全壊した南三陸町志津川保健センター及び
南三陸町歌津保健センターを新築する。

地域の薬局で共有できる無菌調剤室や，救急夜間帯の処方
箋応需及び在宅診療に関する調剤等を行う機能を有する薬
局を整備する。

東日本大震災で全壊した女川町保健センターを新築する。

施設の狭隘が問題とされている名取市休日夜間急患センター
を拡充整備する。

東日本大震災で津波の浸水被害を受けた石巻港湾病院につ
いて，高台への移転を検討の上，新築する。

地域の薬局で共有できる無菌調剤室や，救急夜間帯の処方
箋応需及び在宅診療に関する調剤等を行う機能を有する薬
局を整備する。

坂総合病院内に，検査機器、器材庫、備蓄倉庫、医薬備品、
発電設備等の設備を備えた「災害地域医療・包括的在宅ケア
支援センター」を整備する。また、東北厚生年金病院の非常
用自家発電機を拡充整備し、大規模災害にも対応可能な環
境を整備する。

東日本大震災時において数多くの透析医療が出来ない事態
に陥った経験を踏まえ，県内の人工透析医療の中心的な役
割を担っている仙台社会保険病院の透析医療部門を拡充・強
化する。
東日本大震災で被害を受け使用不能となった亘理町保健セ
ンターを新築する。また，塩竈市保健センターを災害時の医療
救護活動拠点として整備する。

地域医療復興計画の事業概要

（単位：千円）

事業名 事業の概要
予算額（基金充当額）

①　気仙沼地域医療施設復興事業

施設の老朽化や狭あいが問題となっている気仙沼市立病院
について移転新築し，施設設備の充実による機能向上を図
る。

②　石巻地域医療施設復興事業

東日本大震災で全壊した石巻市立病院を新築する。

東日本大震災で全壊した石巻市夜間急患センターを新築す
る。

東日本大震災で全壊した雄勝病院に代わる医療施設の規
模・機能を検討の上，医療施設の整備を行う。

東日本大震災で全壊した石巻市寄磯診療所を新築する。

③　仙台地域医療施設復興事業

重篤救急患者を受け入れる救命救急センター機能を拡充し，
建物は大規模災害時にも対応出来る免震構造として新築整
備する。

仙台市立病院を移転新築するに当たり，災害時の診療継続
及び医療提供に必要となる耐震性や医療ガス配管，非常用
発電機設備，井水利用設備等災害拠点病院及び救命救急セ
ンターの機能として必要な施設を整備する。

特定機能病院である東北大学病院において，老朽化している
中央診療棟を新築し，機能向上を図る。

東日本大震災で被災した宮城病院の外来治療棟を建て替え
し，二次救急病院の機能の維持及び強化を図る。

被災直後に米国から空輸され貸与を受けたMissionVisionVan
と同様の車両及び車両に搭載する医療機器を整備する。
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H24 H25 H26 H27 計

334,000 850,000 1,350,000 1,066,000 3,600,000

地域医療支援センターの設
置・運営

0 0 0 700,000 700,000

医療福祉情報ネットワークシ
ステムの構築

334,000 850,000 1,350,000 366,000 2,900,000

0

1,344,000 500,000 1,500,000 1,000,000 4,344,000

医療人材の確保（流出防止，
招へい含む）

0 500,000 1,500,000 1,000,000 3,000,000

医学生修学資金の貸付 1,344,000 0 0 0 1,344,000

0

2,788,594 11,013,211 14,955,546 10,616,187 39,373,538

④医療連携，情報基盤ネットワー
ク等整備事業

⑤人材確保・養成事業

被災地における医療復興を早期に実現するため，医師・看護
師等の医療従事者を雇用する医療機関に対し助成を行う。ま
た，医療機関再建に向けた人材確保制度として，医療従事者
招へい，確保に対する助成制度を創設し，震災により壊滅的
な被害を受けた病院等の医療スタッフの確保（流出防止，招
聘）に努める。

震災対応医師確保対策として，医学生への修学資金貸付制
度を創設する。
大学卒業後、県が指定する医療機関で一定期間勤務した場
合には償還を免除する制度とすることにより、医師確保が困
難な病院への医師配置を行う。

合計

【地域医療連携体制の構築・強化】

【医療人材に向けた対策】

事業名
予算額（基金充当額）

事業の概要

ＩＣＴ技術を活用し，被害が甚大であった気仙沼，石巻，仙台
医療圏を中心に，各種分野における医療連携が可能なシステ
ムを構築する。ただし，遠隔医療（テレパソロジー，テレラジオ
ロジー）によるシステムの整備など，被災地の医療機関が内
陸部の基幹病院（東北大学病院，仙台医療センター等）との
連携が必要な事業については，当該二次医療圏を超えた範
囲でシステムの整備を行う。

県全域において，各種分野におけるＩＣＴ技術を活用した医療
連携体制を構築するための活動の拠点となる施設を整備す
る。
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